
平
安
時
代
の
四
国
遍
路

辺
路
修
行
を
め
ぐ
っ
て

寺
　
内

浩

は
　
じ
　
め
　
に

　
現
代
に
お
い
て
四
国
遍
路
と
い
え
ば
八
十
八
ヶ
所
の
札
所
寺
院
を
巡
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
周
知
の
通
り
、
そ
う
し
た
四
国
遍
路
が

成
立
す
る
の
は
中
世
末
期
あ
る
い
は
近
世
初
期
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
に
お
い
て
も
修
行
の
た
め
僧
侶
な

ど
が
四
国
の
周
辺
部
を
巡
り
歩
く
こ
と
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
む
し
ろ
、
そ
う
し
た
四
国
を
巡
り
歩
く
修
行
形
態
の
延
長
線
上
に
八

十
八
ヶ
所
寺
院
が
成
立
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
僧
侶
た
ち
に
よ
る
こ
う
し
た
修
行
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か

を
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、
少
な
く
と
も
平
安
時
代
末
期
に
は
四
国
の
海
岸
を
巡
る
修
行
形
態
は
存
在
し
て
い
た
。
次
の
三
つ
の
史

料
は
そ
の
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

（
ア
）
『
今
昔
物
語
集
』
三
一
－
一
四

　
　
今
昔
、
仏
ノ
道
ヲ
行
ケ
ル
僧
三
人
伴
ナ
ヒ
テ
、
四
国
ノ
辺
地
ト
云
ハ
伊
予
、
讃
岐
、
阿
波
、
土
佐
ノ
海
辺
ノ
廻
也
。
其
ノ
僧
共
ロ
ヲ

　
廻
ケ
ル
ニ
、
思
ヒ
不
懸
ズ
山
二
言
入
ニ
ケ
リ
。
深
キ
山
口
迷
ニ
ケ
レ
バ
、
浜
辺
届
出
ム
事
ヲ
願
ピ
ケ
リ
。
（
後
略
）

八
一



八
二

（
イ
）
『
梁
塵
秘
抄
』

　
　
わ
れ
ら
が
修
行
せ
し
様
は
　
忍
辱
袈
裟
を
ば
肩
に
掛
け
　
ま
た
笈
を
負
ひ
　
衣
は
い
っ
と
な
く
し
ほ
た
れ
て
　
四
国
の
辺
地
を
ぞ
常

　
に
踏
む

（
ウ
）
『
南
無
阿
弥
陀
仏
作
善
集
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
チ

　
　
（
前
略
）
生
年
十
七
歳
之
時
、
修
コ
行
四
国
辺
　
（
後
略
）

　
古
代
の
僧
侶
の
修
行
と
い
え
ば
山
林
修
行
が
有
名
だ
が
、
当
時
に
お
い
て
は
海
岸
を
巡
り
歩
く
こ
と
も
ま
た
修
行
の
一
つ
の
形
態
で
あ
っ

た
。
（
ア
）
に
「
四
国
ノ
辺
地
ト
単
一
伊
予
、
讃
岐
、
阿
波
、
土
佐
ノ
海
辺
ノ
廻
也
」
、
（
イ
）
に
「
衣
は
い
っ
と
な
く
し
ほ
た
れ
て
　
四

本
目
辺
地
を
ぞ
常
に
踏
む
」
と
あ
る
よ
う
に
、
四
国
の
海
岸
線
を
歩
き
、
修
行
す
る
僧
侶
が
当
時
す
で
に
数
多
く
い
た
の
で
あ
る
。
（
ウ
）

は
東
大
寺
再
建
に
努
め
た
重
源
（
＝
二
一
i
＝
一
〇
六
）
の
著
作
で
、
「
十
七
歳
之
時
」
は
一
＝
二
七
年
に
な
る
。
こ
の
史
料
は
原
本

が
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
は
「
辺
」
に
「
ヘ
チ
」
と
振
り
仮
名
が
打
た
れ
て
あ
る
。
従
っ
て
、
「
四
国
辺
」
は
四
国
の
海
岸
部
と
同
義
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

考
え
ら
れ
る
の
で
、
重
源
は
一
二
世
紀
の
前
期
に
四
国
の
「
海
辺
ノ
廻
」
を
行
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
さ
て
、
四
国
遍
路
に
関
す
る
研
究
論
文
は
数
多
い
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
近
世
の
四
国
遍
路
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
平
安
時
代

の
四
国
に
お
け
る
「
海
辺
ノ
廻
」
の
内
容
及
び
そ
の
成
立
を
取
り
上
げ
た
研
究
は
関
係
史
料
が
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
あ
ま
り
多
く
は
な

い
。　

近
藤
喜
博
氏
は
、
四
国
の
辺
地
す
な
わ
ち
海
岸
廻
り
の
道
の
文
献
上
の
初
見
は
平
安
時
代
末
期
で
あ
る
が
、
奈
良
時
代
に
す
で
に
辺
地

辺
土
的
な
も
の
が
四
国
の
海
辺
を
廻
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
、
そ
う
し
た
道
を
人
々
が
踏
み
巡
っ
た
背
景
に
は
補
陀
落
信
仰
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　

あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
四
国
辺
地
の
形
成
に
は
熊
野
辺
地
の
感
化
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
五
来
重
氏
は
、
海
辺
の
巨
巖
・
経
塚
な
ど
の
行
場
を
巡
る
辺
路
修
行
は
「
海
の
修
験
道
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
そ
の
信
仰
対
象
は
補



陀
落
で
あ
り
、
蓬
莱
で
あ
る
が
、
究
極
的
に
は
常
世
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
辺
路
修
行
は
空
海
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
さ
れ

　
　
　
ヨ
　

て
い
る
。

　
頼
富
本
宏
・
白
木
利
幸
氏
は
、
近
藤
・
五
器
両
氏
の
研
究
を
総
合
す
る
か
た
ち
で
、
辺
路
修
行
と
は
海
の
彼
方
に
あ
る
と
信
じ
ら
れ
た

常
世
の
国
に
至
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
海
辺
の
道
を
巡
る
「
海
の
修
験
」
で
あ
る
。
辺
路
修
行
に
仏
教
の
要
素
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
常

世
の
国
は
補
陀
落
浄
土
と
み
な
さ
れ
、
辺
路
修
行
者
は
常
世
の
国
と
し
て
の
補
陀
落
を
思
慕
し
な
が
ら
辺
路
を
巡
っ
て
い
た
、
と
さ
れ
て

　
　
ヰ
　

い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
平
安
時
代
に
お
け
る
「
海
辺
ノ
廻
」
と
い
う
修
行
形
態
が
、
日
本
古
来
の
海
洋
信
仰
に
平
安
時
代
に
な
っ
て
隆
盛
す
る

浄
土
信
仰
と
り
わ
け
補
陀
落
信
仰
が
加
わ
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
諸
説
の
ほ
ぼ
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ま

で
の
研
究
で
は
「
海
辺
ノ
廻
」
の
実
態
に
つ
い
て
の
当
時
の
史
料
に
即
し
た
検
討
が
や
や
不
十
分
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
な

ぜ
四
国
に
お
い
て
「
海
辺
ノ
廻
」
と
い
う
修
行
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
か
も
明
確
に
は
さ
れ
て
い
な
い
。
以
下
で
は
、
こ
う
し
た
点
に
留
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　

し
な
が
ら
、
平
安
時
代
の
四
国
に
お
け
る
「
海
辺
ノ
廻
」
、
す
な
わ
ち
辺
路
修
行
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

辺
路
修
行
の
実
態

　
海
の
彼
方
に
根
の
国
、
常
世
の
国
を
想
定
す
る
海
洋
信
仰
は
日
本
古
来
の
も
の
だ
が
、
山
林
修
行
と
異
な
り
平
安
前
期
ま
で
は
海
岸
部

で
修
行
を
し
て
い
た
様
子
を
示
す
史
料
は
少
な
く
、
室
戸
で
修
行
し
た
と
す
る
空
海
の
『
三
教
指
帰
』
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
安
時
代
後
期
に
な
る
と
海
岸
部
を
巡
り
歩
く
修
行
者
た
ち
が
史
料
上
に
し
ば
し
ば
見
え
る
よ
う
に
な
る
。

（
エ
）
『
為
忠
家
後
度
百
首
』

平
安
時
代
の
四
国
遍
路

八
三



八
四

　
　
ち
る
花
や
い
そ
の
へ
ち
ふ
む
や
ま
ぶ
し
の
こ
け
の
こ
ろ
も
の
う
は
ぎ
な
る
ら
ん

　
　
な
み
か
く
る
へ
ち
に
ち
り
し
く
花
の
う
へ
を
こ
こ
ろ
し
て
ふ
め
は
る
の
や
ま
ぶ
し

　
『
為
忠
家
後
度
百
首
』
は
一
二
世
紀
前
半
の
成
立
だ
が
、
こ
れ
ら
は
山
伏
が
「
へ
ち
ふ
む
」
様
子
、
す
な
わ
ち
修
行
の
た
め
海
岸
部
を

巡
っ
て
い
る
状
況
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

（
オ
）
『
行
尊
大
僧
正
集
』

　
　
返
ち
と
申
し
方
よ
り
ま
か
り
い
で
し
に
、
あ
ら
い
そ
に
み
る
め
と
り
し
程
に
、
た
ゴ
一
人
ぐ
し
た
る
同
行
の
か
た
み
に
ま
ど
ひ
て
、

　
ひ
と
り
よ
ぶ
が
、
あ
ら
い
そ
に
た
つ
ね
あ
り
き
し
に
、
つ
り
す
る
あ
ま
の
か
う
な
ぎ
す
る
が
あ
り
け
る
に
、
も
の
と
へ
ば
、
我
に
は
再

　
を
よ
み
て
ぞ
と
ふ
と
い
ひ
し
か
ば

　
　
あ
ら
い
そ
に
み
ち
ま
ど
は
し
て
わ
が
と
も
は
あ
る
か
あ
ら
ぬ
か
ま
っ
か
ま
た
ぬ
か

　
た
つ
ね
か
ね
て
、
も
と
の
い
は
や
へ
ま
か
り
し
に
、
み
ち
に
あ
ま
ふ
ね
の
あ
り
し
に
、
か
き
て
を
し
侍
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

　
　
わ
が
ご
と
く
わ
れ
を
た
つ
ね
ば
あ
ま
を
船
人
も
な
ぎ
さ
の
あ
と
＼
こ
た
へ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　

　
『
行
尊
大
僧
正
集
』
は
行
尊
（
一
〇
五
五
－
一
一
三
五
）
の
青
壮
年
期
の
作
品
を
集
め
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
尊
卑
が
「
あ
ら
い
そ
」

す
な
わ
ち
海
浜
で
修
行
し
て
い
た
時
、
同
行
者
を
見
失
っ
て
捜
し
歩
い
た
と
い
う
も
の
で
、
「
も
と
の
い
は
や
」
は
お
そ
ら
く
は
「
節
前

　
　
　り

」
を
し
て
い
た
洞
窟
で
あ
ろ
う
。

（
カ
）
『
新
猿
楽
記
』

　
　
次
郎
者
一
生
不
犯
之
大
験
者
、
三
業
相
応
之
真
言
師
也
。
（
中
略
）
通
二
大
峰
・
葛
木
一
、
踏
二
二
道
一
年
々
。
熊
野
・
金
峰
・
越
中
立

　
山
・
伊
豆
走
湯
・
根
本
中
堂
・
伯
黒
日
大
山
・
富
士
御
山
・
越
前
白
山
・
高
野
・
粉
河
・
山
尾
・
葛
川
等
之
間
、
無
レ
不
二
競
レ
行
挑
ワ
験
。

　
山
臥
修
行
者
、
掛
雛
二
役
行
者
・
浄
蔵
貴
所
一
、
ロ
ハ
一
陀
羅
尼
之
験
者
也
。
今
於
二
右
衛
門
害
鳥
郎
君
一
者
、
已
智
行
旦
ハ
足
生
仏
也
。



　
こ
れ
は
『
新
猿
楽
記
」
に
み
え
る
著
名
な
史
料
だ
が
、
「
辺
地
」
は
「
へ
ち
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
、
「
へ
ち
」
は
海
辺
難
路
を
意
味
す

　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

る
和
語
で
あ
る
か
ら
、
場
所
は
特
定
で
き
な
い
も
の
の
、
大
験
者
の
次
郎
が
辺
路
修
行
を
し
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
五
来
重
氏
は
辺
路
修
行
の
実
態
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　
　
す
な
わ
ち
辺
路
修
行
と
い
う
の
は
、
海
岸
に
こ
の
よ
う
な
巌
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
抱
き
つ
く
よ
う
に
し
て
旋
輪
行
道
し
た
も
の
で
、

　
こ
れ
が
小
行
道
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
東
寺
（
最
御
崎
寺
－
筆
者
註
）
と
西
寺
（
金
剛
頂
寺
一
同
）
の
間
を
廻
る
こ
と
は
中
行
道
に

　
な
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
海
岸
の
巌
や
、
海
の
見
え
る
山
上
の
巌
を
行
道
し
な
が
ら
、
四
国
全
体
を
廻
る
こ
と
が
大
行
道
で
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

　
れ
が
辺
路
修
行
の
四
国
遍
路
で
あ
っ
た
ろ
う
と
私
は
か
ん
が
え
て
い
る
。

　
群
来
氏
に
よ
る
と
、
辺
路
修
行
は
単
に
海
辺
を
歩
く
だ
け
で
な
く
、
各
地
の
行
場
で
の
修
行
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
基
本
的
に
は
支

持
さ
れ
る
も
の
だ
が
、
辺
路
修
行
の
実
態
に
つ
い
て
は
当
時
の
説
話
史
料
に
よ
っ
て
も
う
少
し
具
体
化
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
『
本
朝
法
華
験
記
』
や
『
今
昔
物
語
集
』
な
ど
に
は
平
安
時
代
後
期
の
諸
国
を
遍
歴
す
る
修
行
僧
が
数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
説
話
を
読
ん
で
気
づ
く
こ
と
は
、
当
時
の
修
行
僧
は
単
に
諸
国
を
廻
遊
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
諸
々
の
霊
験
所
に
詣
で
、
そ

こ
で
修
行
を
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

（
キ
）
『
本
朝
法
華
験
記
』
中
－
六
〇

　
　
沙
門
蓮
長
、
（
中
略
）
亦
往
コ
詣
金
峰
・
熊
野
諸
諸
名
山
、
志
賀
・
長
谷
等
諸
霊
験
一
。
往
二
於
一
々
霊
験
名
山
一
、
読
コ
諦
千
部
妙
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
経
一
。
日
本
国
中
一
切
三
所
、
無
レ
不
三
巡
礼
必
諦
二
千
部
一
。
（
後
略
）

（
ク
）
『
本
朝
法
華
験
記
」
下
－
八
六

　
　
道
命
阿
闇
梨
、
傅
大
納
言
道
綱
卿
第
一
男
也
。
（
中
略
）
巡
コ
礼
処
々
霊
験
勝
地
…
、
薫
修
年
齢
　
。
（
後
略
）

（
ケ
）
『
本
朝
法
華
験
記
』
下
－
八
九

平
安
時
代
の
四
国
遍
路

八
五



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

　
沙
門
海
蓮
、
越
中
国
人
。
（
中
略
）
歎
コ
傷
此
事
一
、
参
コ
向
立
山
・
白
山
及
余
霊
験
一
、
祈
コ
蒋
此
事
一
。
難
行
苦
行
、
断
レ
食
断
レ
塩
、

　
　
　
　
お
　

諦
二
此
三
品
一
。
（
後
略
）

（
コ
）
『
今
昔
物
語
集
」
一
三
－
一

　
今
昔
、
仏
ノ
道
ヲ
修
行
ス
ル
僧
有
ケ
リ
。
名
ヲ
バ
義
容
ト
云
フ
。
諸
ノ
山
ヲ
廻
り
海
ヲ
渡
テ
、
国
々
二
行
キ
所
々
ノ
霊
験
二
参
テ
、

行
ピ
ケ
リ
。
（
後
略
）

（
サ
）
『
今
昔
物
語
集
』
＝
ニ
ー
四

　
　
（
前
略
）
其
ノ
時
二
、
世
一
二
人
ノ
僧
有
リ
。
名
ヲ
バ
良
賢
ト
云
フ
。
（
中
略
）
諸
ノ
国
々
ノ
霊
験
所
ヲ
廻
り
行
ヒ
テ
、
住
所
ヲ
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

タ
ル
事
無
ク
シ
テ
修
行
ス
ル
間
二
、
不
慮
ノ
外
二
道
二
迷
テ
、
此
ノ
洞
二
至
ヌ
。
（
後
略
）

（
シ
）
『
今
昔
物
語
集
』
一
三
－
一
七

　
今
昔
、
雲
浄
ト
云
フ
持
経
聞
賭
ケ
リ
。
若
ヨ
リ
日
夜
二
法
花
経
ヲ
読
講
テ
年
ヲ
乱
言
リ
。
而
ル
間
、
国
々
二
行
テ
、
所
々
ノ
霊
験
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

礼
マ
ム
、
ト
思
テ
、
熊
野
二
四
ル
ニ
、
志
摩
ノ
国
ヲ
過
ル
乱
言
、
日
暮
レ
テ
忽
二
可
行
宿
キ
三
無
シ
。
（
後
略
）

（
ス
）
『
今
昔
物
語
集
」
一
四
－
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ソ

　
　
（
前
略
）
其
レ
ニ
、
三
井
寺
二
有
ケ
ル
僧
、
仏
道
ヲ
修
行
ス
ル
が
故
二
、
所
々
ノ
霊
験
所
二
詣
デ
・
難
行
苦
行
ス
ル
ニ
、
（
後
略
）

（
セ
）
『
今
昔
物
語
集
」
一
五
－
一
七

　
今
昔
、
法
曽
寺
ト
云
フ
寺
有
り
。
其
ノ
寺
二
平
珍
ト
云
フ
黒
住
ケ
リ
。
幼
ノ
時
ヨ
リ
修
行
ヲ
好
テ
、
常
二
山
林
へ
参
り
、
不
平
ザ
ル

霊
験
所
無
シ
。
（
後
略
）

（
ソ
）
『
今
昔
物
語
集
』
｝
五
i
二
八

　
今
昔
、
仏
ノ
道
ヲ
修
行
ス
ル
僧
有
ケ
リ
。
六
十
余
国
二
不
至
ヌ
所
記
ク
行
テ
、
貴
キ
霊
験
ノ
所
々
ヲ
礼
ケ
ル
着
時
、
鎮
西
二
行
キ
至



　
ニ
ケ
リ
。
（
後
略
）

（
タ
）
『
今
昔
物
語
集
』
一
七
一
一

　
　
今
昔
、
西
ノ
京
ノ
垂
心
住
ム
僧
有
ケ
リ
。
（
中
略
）
此
レ
ニ
依
リ
、
国
々
二
行
テ
、
地
蔵
ノ
霊
験
有
所
ヲ
尋
テ
、
願
フ
心
ヲ
語
ル
ニ
、

　
（
後
略
）

　
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
知
ら
れ
る
の
は
、
「
諸
ノ
山
ヲ
廻
り
海
ヲ
渡
テ
、
国
々
二
行
キ
所
々
ノ
霊
験
日
参
テ
、
行
ピ
ケ
リ
」
「
国
々
二
行
テ
、

所
々
ノ
霊
験
ヲ
礼
マ
ム
、
ト
思
テ
」
「
六
十
里
国
二
不
至
ヌ
所
無
ク
行
テ
、
貴
キ
霊
験
ノ
所
々
ヲ
礼
ケ
ル
問
二
」
と
あ
る
よ
う
に
、
各
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

の
霊
験
所
を
巡
り
歩
き
、
「
難
行
苦
行
」
を
行
う
こ
と
が
当
時
の
廻
国
修
行
の
実
態
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
う
す
る
と
、
四
国
に
お
け
る
辺
路
修
行
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
海
岸
部
の
各
地

に
霊
験
所
が
あ
り
、
そ
こ
で
修
行
を
行
い
つ
つ
各
霊
験
所
を
巡
り
歩
く
の
が
「
海
辺
ノ
廻
」
の
実
態
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実

際
、
四
国
に
は
海
岸
部
に
霊
験
所
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
そ
の
一
つ
が
湯
嶋
で
あ
る
。
源
為
憲
（
？
一
一
〇
一
一
）
が
著
し
た
空
也
の
伝

記
『
空
也
謙
』
に
は
空
也
の
湯
嶋
で
の
修
行
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

（
チ
）
『
空
也
謙
』

　
　
（
前
略
）
少
壮
之
日
、
以
二
優
婆
塞
一
、
歴
二
五
畿
七
道
一
、
遊
二
名
山
霊
窟
一
。
（
中
略
）
阿
波
・
土
佐
両
州
海
中
有
二
湯
嶋
　
　
。
地
勢

　
霊
奇
、
天
然
幽
遽
。
傳
有
二
観
世
音
菩
薩
像
｝
、
霊
験
翠
煙
。
上
人
為
レ
値
幅
観
音
一
二
、
健
民
彼
嶋
一
。
六
時
恭
敬
、
数
月
練
行
、
終
回
レ

　
所
レ
見
。
袋
絶
レ
粒
向
レ
像
、
駆
上
焼
レ
香
、
一
七
日
夜
、
不
レ
動
特
レ
眠
。
最
後
之
夜
、
所
レ
向
尊
像
、
放
二
微
妙
光
｝
。
瞑
レ
目
則
見
、
不
レ

　
瞑
無
レ
見
。
於
・
是
焼
レ
香
］
腕
、
燃
痕
猶
遺
。
（
後
略
）

　
こ
の
他
、
土
佐
国
の
室
戸
は
、
『
三
教
皇
帝
』
に
「
踏
コ
墓
阿
国
大
龍
面
一
、
勤
コ
念
土
州
室
戸
崎
一
、
谷
不
レ
惜
レ
響
、
明
星
来
影
」
と
あ

る
よ
う
に
、
空
海
の
修
行
の
場
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
『
梁
塵
秘
抄
』
に
は
「
四
方
の
霊
験
所
」
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

平
安
時
代
の
四
国
遍
路

八
七



八
八

（
ツ
）
『
梁
塵
秘
抄
』

　
　
四
方
の
霊
験
所
は
　
伊
豆
の
走
湯
　
信
濃
の
戸
隠
　
駿
河
の
富
士
の
山
　
伯
老
日
の
大
山
　
丹
後
の
成
相
と
か
　
土
佐
の
室
生
戸
　
讃

　
岐
の
志
度
の
道
場
と
こ
そ
聞
け

　
ま
た
室
戸
に
あ
る
金
剛
頂
寺
の
解
に
は
「
件
寺
者
、
弘
法
大
師
下
下
明
星
初
鰹
之
地
、
智
弘
和
尚
真
言
法
界
練
行
之
瑚
、
天
人
遊
之
処
、

明
星
来
否
卑
官
也
、
因
レ
二
大
漕
手
造
立
薬
師
仏
像
、
安
コ
品
評
嶺
一
、
不
レ
論
旨
男
女
一
轍
不
二
乱
入
一
塩
道
場
也
。
畠
中
始
レ
自
二
国
宰
一
至
二
干

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庶
民
一
、
為
レ
仰
二
当
寺
仏
法
之
霊
験
　
、
各
所
レ
施
コ
入
山
川
田
畠
等
一
也
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
『
今
昔
物
語
集
」
一
七
－
六
に
は
室
戸
津

に
あ
る
津
寺
の
地
蔵
霊
験
諌
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
同
国
の
足
摺
岬
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
室
戸
岬
と
並
ん
で
補
陀
落
渡
海
の
地
で
あ
る
。
そ
の
地
に
あ
る
金
剛
福
寺
の
観
音
菩
薩
霊
験
諦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

は
『
と
は
ず
が
た
り
」
に
み
え
る
と
こ
ろ
だ
が
、
応
保
元
年
（
一
一
六
一
）
　
一
二
月
の
「
土
佐
国
幡
多
郡
収
納
特
配
行
状
写
」
に
す
で
に

「
奉
レ
遇
二
観
音
慈
悲
之
垂
跡
己
．
と
記
さ
れ
、
「
結
滞
御
崎
千
手
観
音
経
供
田
」
三
町
が
宛
行
わ
れ
て
い
る
。

　
讃
岐
国
の
曼
茶
出
寺
は
空
海
生
誕
地
善
通
寺
の
近
く
に
あ
り
、
「
霊
験
之
瑚
顕
然
也
」
「
此
御
寺
霊
験
掲
焉
」
、
南
の
山
は
「
黒
山
中
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

師
給
一
コ
入
一
有
レ
験
霊
地
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
讃
岐
国
譲
茶
羅
寺
僧
善
範
解
案
」
に
は
、
「
自
レ
始
二
鎮
酉
諸
国
修
行
間
、
件
道
場

参
詣
」
、
「
右
、
善
範
為
二
仏
法
修
行
一
、
自
二
生
所
鎮
西
　
出
家
入
道
却
年
来
之
問
、
五
畿
七
道
之
間
、
交
二
山
林
跡
一
、
而
以
二
先
年
宮
比
一
、

讃
州
到
来
、
有
二
事
縁
一
、
大
師
之
御
建
立
道
場
参
詣
」
と
あ
る
。

　
同
国
の
志
度
寺
は
、
『
梁
塵
秘
抄
』
（
前
掲
史
料
（
ツ
）
）
に
「
四
方
の
霊
験
所
」
の
一
つ
と
し
て
み
え
て
い
る
。
同
委
の
本
尊
木
造
十

一
面
観
音
立
像
は
平
安
初
期
の
も
の
で
あ
り
、
室
町
時
代
初
期
成
立
の
『
志
度
寺
縁
起
』
に
観
音
霊
験
課
が
み
え
る
の
で
、
平
安
末
期
の

志
度
寺
は
観
音
霊
場
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
四
国
の
海
岸
部
に
は
多
く
の
霊
験
所
が
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
一
般
の
廻
国
修
行
者
と
同
様
四
国
の
辺
路
修
行
者
も
ま
た
霊



験
所
で
「
難
行
苦
行
」
を
行
い
つ
つ
各
地
の
霊
験
所
を
巡
り
歩
い
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
著
名
な
霊
験
所
以
外
に

も
多
く
の
行
場
が
あ
り
、
そ
こ
で
も
厳
し
い
修
行
が
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
平
安
時
代
の
四
国
の
辺
路
修
行
は
単
に
海
辺
難
路
を
歩

く
だ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

二
　
四
国
と
浄
土
信
仰

　
先
述
し
た
よ
う
に
、
平
安
時
代
後
期
に
な
る
と
海
岸
部
を
巡
り
歩
く
僧
侶
た
ち
が
史
料
上
に
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
彼

ら
が
修
行
の
場
と
し
た
の
は
決
し
て
四
国
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

（
テ
）
『
梁
塵
秘
抄
」

　
　
わ
れ
ら
が
修
行
に
出
で
し
時
珠
洲
の
岬
を
か
い
さ
わ
り
　
う
ち
巡
り
　
振
り
捨
て
て
　
一
人
越
路
の
旅
に
出
で
て
　
足
打
せ
し
こ

　
そ
あ
は
れ
な
り
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

　
「
か
い
さ
わ
り
　
う
ち
巡
り
」
は
「
巌
壁
に
し
が
み
つ
き
な
が
ら
、
断
崖
も
し
く
は
巨
巌
を
廻
」
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
能
登
半

島
の
先
端
部
、
珠
洲
岬
を
巡
る
辺
路
修
行
の
存
在
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
史
料
（
オ
）
の
和
歌
は
、
三
尊
は
熊
野
で
修
行
し
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
、
紀
伊
あ
る
い
は
伊
勢
の
海
岸
で
読
ま
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
辺
路
修
行
は
日
本
各
地
の
海
岸
で
な
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
史
料
（
ア
）
（
イ
）
（
ウ
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
辺
路
修

行
は
四
国
の
そ
れ
が
著
名
で
あ
り
、
辺
路
修
行
は
四
国
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
で
は
、
そ
れ
は
何
故
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
章
で
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
四
国
と
辺
路
修
行
の
関
係
を
考
え
る
際
に
ま
ず
最
初
に
検
討
す
べ
き
は
や
は
り
補
陀
落
信
仰
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ

　
　
平
安
時
代
の
四
国
遍
路
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

う
に
、
平
安
末
期
の
辺
路
修
行
の
背
景
に
は
日
本
古
来
の
海
洋
信
仰
に
加
え
て
補
陀
落
信
仰
な
ど
の
浄
土
信
仰
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
こ
の

補
陀
落
信
仰
に
お
い
て
四
国
は
特
別
の
場
所
、
す
な
わ
ち
熊
野
と
並
ん
で
補
陀
落
渡
海
の
地
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
補
陀
落
渡
海
と
は
南
方
海
上
に
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
観
音
浄
土
n
補
陀
落
に
向
か
っ
て
渡
海
す
る
こ
と
で
あ
り
、
一
種
の
捨
身
往

生
で
あ
っ
た
。
補
陀
落
渡
海
で
最
も
有
名
な
の
は
熊
野
で
あ
る
。
熊
野
か
ら
の
補
陀
落
渡
海
が
い
っ
か
ら
始
ま
っ
た
か
は
不
明
だ
樋
、
少

な
く
と
も
平
安
時
代
末
期
に
は
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

（
ト
）
『
台
記
』
康
治
元
年
（
＝
四
二
）
八
月
一
八
日
条

　
　
招
二
輪
僧
正
覚
宗
一
習
二
千
手
経
一
、
纈
號
翫
鉦
乏
。
僧
正
語
云
、
少
年
籠
引
書
智
一
零
時
、
有
二
独
純
一
云
、
我
現
身
祈
コ
参
補
陀
落
山
一
、

　
小
舟
上
流
訓
立
千
手
観
音
一
、
奉
レ
令
レ
持
レ
揖
、
祈
請
已
及
二
三
年
一
、
祈
二
北
風
七
日
不
7
止
也
、
如
レ
此
経
二
数
日
一
、
得
二
大
北
風
一
、
僧
慶

　
乗
レ
舟
、
向
レ
南
礼
拝
無
二
止
時
一
、
差
レ
南
雲
行
、
僧
都
以
為
希
有
、
登
レ
山
見
レ
之
、
覚
宗
国
見
、
七
ヶ
日
之
間
風
不
レ
止
、
料
判
知
願
成

　
就
一
　
。
余
云
、
何
時
哉
、
答
堀
河
院
御
時
也
。
（
後
略
）

　
こ
れ
は
堀
河
天
皇
の
時
に
那
智
か
ら
の
補
陀
落
渡
海
を
見
た
と
い
う
権
僧
正
覚
宗
の
話
を
藤
原
頼
長
が
書
き
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

た
、
『
本
朝
法
華
験
記
』
下
－
一
二
八
に
は
同
じ
紀
伊
半
島
の
「
美
奈
倍
郷
」
か
ら
道
祖
神
が
補
陀
落
に
渡
っ
た
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
補
陀
落
渡
海
は
四
国
の
室
戸
、
足
摺
か
ら
も
行
わ
れ
て
い
た
。

（
ナ
）
『
観
音
講
式
』

　
　
（
前
略
）
一
条
院
計
時
、
阿
波
国
賀
登
上
人
、
深
欣
二
彼
山
一
、
頻
有
二
夢
想
一
。
長
保
二
年
八
月
十
八
日
、
自
二
土
佐
国
画
戸
津
一
、

　
相
コ
具
弟
子
一
人
一
、
遂
以
進
発
。
一
葉
之
船
、
如
レ
飛
向
レ
南
。
（
後
略
）

　
『
観
音
講
式
』
は
貞
慶
（
一
一
五
五
－
一
二
一
三
）
の
著
で
、
一
条
天
皇
の
時
に
賀
登
上
人
が
室
戸
か
ら
補
陀
落
渡
海
し
た
と
し
て
い

る
。
鴨
長
明
著
の
『
発
心
集
」
三
一
五
に
も
讃
岐
三
位
の
乳
母
夫
が
土
佐
国
か
ら
補
陀
落
渡
海
を
行
っ
た
話
が
み
え
る
が
、
賀
登
上
人
の



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

例
に
な
ら
っ
た
と
あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
渡
海
地
は
室
戸
で
あ
ろ
う
。

　
足
摺
に
つ
い
て
は
、
時
期
は
少
し
下
る
が
、
次
の
長
門
本
『
平
家
物
語
』
に
み
え
る
補
陀
落
渡
海
が
有
名
で
あ
る
。

（
二
）
長
門
本
『
平
家
物
語
」
四

　
　
（
前
略
）
さ
て
は
昔
、
理
一
と
申
僧
あ
り
き
。
有
漏
の
身
を
も
て
、
ふ
だ
ら
く
山
を
拝
ん
と
誓
ひ
て
、
　
一
千
日
の
行
ほ
う
を
始
め
て
、

　
御
弟
子
の
り
け
ん
と
申
一
人
ば
か
り
召
具
し
て
、
御
船
に
め
し
て
、
お
し
う
か
び
給
ふ
に
、
む
か
ひ
風
烈
し
く
吹
き
で
、
元
の
な
ぎ
さ

　
に
吹
返
す
。
理
一
．
猶
行
法
の
功
を
は
ら
ざ
り
け
り
と
て
、
又
百
日
目
行
法
を
し
給
ひ
て
、
百
日
過
け
れ
ば
、
聖
人
も
と
よ
り
人
を
旦
ハ
し

　
て
は
か
な
ふ
ま
じ
と
て
、
御
船
に
た
団
一
人
め
す
。
彼
舟
は
う
つ
ほ
船
な
り
。
白
き
ぬ
の
の
帆
を
か
け
て
、
順
風
に
任
す
。
げ
に
も
お

　
い
て
事
を
へ
だ
て
、
遥
に
遠
ざ
か
る
。
御
弟
子
の
り
け
ん
は
、
聖
人
に
捨
て
ら
れ
奉
り
て
、
ふ
だ
ら
く
せ
ん
を
を
が
む
べ
か
ら
ざ
る
事

　
を
か
な
し
む
。
輪
廻
し
て
生
死
を
出
ま
じ
き
や
ら
ん
と
、
は
や
御
船
の
か
く
る
＼
ほ
ど
な
れ
ば
、
名
残
を
し
く
し
た
ひ
奉
り
、
余
り
の

　
た
へ
が
た
さ
に
倒
れ
ふ
し
、
足
摺
を
し
て
お
め
き
か
な
し
む
。
足
摺
地
を
う
が
ち
、
身
を
か
く
す
ば
か
り
に
な
り
ぬ
。
（
後
略
）

　
こ
れ
は
補
陀
落
渡
海
を
お
こ
な
っ
た
理
一
に
取
り
残
さ
れ
た
弟
子
僧
の
り
け
ん
が
地
を
う
が
つ
ほ
ど
足
摺
り
を
し
て
悲
し
ん
だ
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
の
で
、
足
摺
の
地
名
由
来
諦
で
あ
る
。
こ
の
史
料
よ
り
足
摺
か
ら
も
補
陀
落
渡
海
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
四
国
は
補
陀
落
渡
海
の
地
で
あ
っ
た
。
と
す
る
と
、
「
初
期
の
辺
路
修
行
者
た
ち
は
、
補
陀
落
浄
土
に
渡
る
こ
と
を
望
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

な
が
ら
、
常
に
四
国
の
辺
路
を
巡
っ
て
い
た
」
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
実
際
に
渡
海
す
る
か
し
な
い
か
は
別
と
し
て
辺
路
修
行
者
が
補
陀
落

渡
海
の
い
わ
ば
本
場
で
あ
る
四
国
に
数
多
く
集
ま
る
の
は
ご
く
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
次
に
、
補
陀
落
信
仰
と
並
ん
で
当
時
盛
ん
で
あ
っ
た
の
は
西
方
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
を
願
う
阿
弥
陀
信
仰
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
平
安
時
代
後
期
畿
内
で
西
方
浄
土
へ
の
往
生
を
願
う
人
々
の
信
仰
を
集
め
た
の
は
四
天
王
寺
で
あ
る
。
四
天
王
寺
の
西
門
は

「
当
極
楽
土
東
門
中
心
」
と
さ
れ
、
「
諸
人
彼
ノ
西
門
ニ
シ
テ
弥
陀
ノ
念
仏
ヲ
唱
フ
。
干
今
不
絶
シ
テ
、
不
参
ヌ
回
議
シ
。
」
と
い
わ
れ
て

平
安
時
代
の
四
国
遍
路

九
】



九
二

い
樋
。
『
赤
染
衛
門
集
』
、
『
梁
塵
秘
抄
』
に
は
次
の
よ
う
な
和
歌
や
今
様
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
ヌ
）
『
赤
染
衛
門
集
』

　
　
西
大
門
に
て
、
月
の
い
と
あ
か
か
り
し
に

　
こ
こ
に
し
て
光
を
待
た
む
極
楽
に
向
か
ふ
と
聞
き
し
門
に
来
に
け
り

（
ネ
）
『
梁
塵
秘
抄
』

　
　
極
楽
浄
土
の
東
門
は
　
難
波
の
海
に
ぞ
対
へ
た
る
　
転
法
輪
所
の
西
門
に
　
念
仏
す
る
人
参
れ
と
て

　
治
安
三
年
（
一
〇
二
三
）
に
は
藤
原
道
長
樋
、
永
承
三
年
（
一
〇
四
八
）
に
は
藤
原
頼
通
が
参
詣
砲
、
長
元
四
年
（
一
〇
三
一
）
上
東

門
院
参
詣
の
様
子
は
『
栄
花
物
語
』
巻
三
一
に
「
酉
の
時
ば
か
り
に
、
天
王
寺
の
西
の
大
門
に
御
車
と
ゴ
め
て
、
波
の
際
な
き
に
西
陽
の

入
り
ゆ
く
折
り
し
も
、
拝
ま
せ
給
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

難
波
の
海
に
入
水
往
生
し
た
者
も
多
く
、
保
延
六
年
（
一
一
四
〇
）
に
入
水
し
た
西
念
は
有
名
で
あ
る
。
ま
た
、
鴨
長
明
の
『
発
心
集
』

三
－
六
に
は
「
誤
る
女
房
天
王
寺
に
参
り
海
に
入
る
事
」
と
い
う
説
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
『
金
葉
和
歌
集
」
に
み
え
る
次
の
歌
も
難

波
の
海
で
の
入
水
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
ノ
）
『
金
葉
和
歌
集
』

　
　
屏
風
絵
に
、
天
王
寺
西
門
に
、
法
師
の
舟
に
乗
り
て
西
ざ
ま
に
漕
ぎ
離
れ
行
く
形
か
き
た
る
所
を
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
俊
頼
朝
臣

　
阿
弥
陀
仏
と
と
な
ふ
る
声
を
か
ち
に
て
や
苦
し
き
海
を
こ
ぎ
離
る
ら
ん

　
こ
の
よ
う
に
四
天
王
寺
は
西
方
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
を
願
う
参
詣
者
で
賑
わ
い
、
西
に
あ
る
難
波
の
海
に
入
水
す
る
者
も
相
次
い
だ
の

だ
が
、
四
国
と
そ
の
周
辺
の
海
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



　
さ
て
、
当
時
の
仏
教
説
話
集
に
は
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
を
と
げ
た
人
々
の
話
が
多
数
収
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
を
読
ん
で
気

づ
く
こ
と
は
、
往
生
の
地
を
求
め
て
わ
ざ
わ
ざ
四
国
に
行
く
人
々
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
事
例
を
挙
げ
て
み

よ
う
。（

ハ
）
『
今
昔
物
語
集
』
↓
五
一
一
四

　
　
（
前
略
）
観
幸
何
ナ
ル
縁
引
些
些
ケ
ム
、
堅
ク
道
心
発
ニ
ケ
レ
バ
、
本
寺
ヲ
去
テ
、
忽
二
土
佐
国
二
行
テ
、
祖
型
名
聞
利
養
ヲ
棄
テ
、

　
聖
人
二
成
テ
年
来
行
ピ
ケ
ル
ニ
、
（
中
略
）
弟
子
物
ノ
迫
ヨ
リ
臨
キ
テ
見
レ
バ
、
仏
ノ
御
前
二
端
坐
シ
テ
行
ヒ
壮
挙
リ
。
良
久
ク
有
二
、

　
戸
ヲ
叩
テ
呼
ブ
ト
云
ヘ
ド
モ
音
モ
不
為
ネ
バ
、
戸
ヲ
放
チ
テ
入
テ
見
ル
ニ
、
掌
ヲ
合
セ
テ
端
坐
シ
テ
死
テ
有
り
。
弟
子
等
此
レ
ヲ
見
テ
、

　
泣
々
ク
悲
ビ
貴
ム
デ
、
弥
ヨ
念
仏
ヲ
唱
ヘ
ケ
リ
。
（
後
略
）

（
ヒ
）
『
今
昔
物
語
集
』
一
五
一
一
五

　
　
（
前
略
）
長
増
が
云
ク
、
我
レ
、
山
ニ
テ
廊
二
居
タ
リ
シ
間
二
、
心
静
二
思
エ
シ
カ
バ
、
世
ノ
無
常
ヲ
観
ジ
テ
、
此
ク
、
世
ヲ
棄
テ

　
偏
二
後
世
ヲ
祈
ラ
ム
ト
思
ヒ
廻
シ
ニ
、
只
、
仏
法
ノ
少
カ
ラ
ム
所
二
行
テ
、
身
ヲ
棄
テ
次
第
乞
食
ヲ
シ
テ
命
許
ヲ
バ
助
ケ
テ
、
偏
二
念

　
仏
ヲ
唱
ヘ
テ
コ
ソ
極
楽
ニ
ハ
往
生
セ
メ
、
ト
思
ヒ
取
テ
シ
カ
バ
、
則
チ
廟
ヨ
リ
房
ニ
モ
不
寄
ズ
シ
テ
、
平
足
駄
ヲ
履
キ
乍
ラ
走
り
下
テ
、

　
日
ノ
内
二
山
崎
二
行
テ
、
伊
予
ノ
国
二
下
ダ
ル
便
船
ヲ
尋
テ
上
国
割
下
テ
後
、
伊
予
・
讃
岐
ノ
両
国
二
曲
勾
ヲ
シ
テ
年
来
過
シ
ツ
ル
也
。

　
（
後
略
）

（
フ
）
『
拾
遺
往
生
伝
』
上
－
一
七

　
　
沙
門
蓮
待
者
、
丹
波
国
人
也
。
幼
年
出
家
、
住
二
仁
和
寺
…
、
師
コ
湯
垢
算
阿
闊
梨
轟
難
。
（
中
略
）
而
問
猶
求
二
幽
棲
一
、
遥
入
二
高
野
一
。

　
数
年
之
後
、
内
心
発
願
、
為
レ
仕
二
貧
家
罪
人
一
、
野
離
二
離
山
之
思
一
。
衆
人
錐
二
相
留
一
、
垂
雪
出
レ
山
。
但
至
二
干
終
焉
之
時
｝
、
必
成
二

　
帰
之
約
｝
。
其
後
修
行
経
歴
、
不
レ
定
二
去
留
一
、
遂
到
二
土
左
国
金
剛
強
寺
一
。
承
徳
二
年
五
月
十
九
日
、
辞
二
彼
西
海
一
、
帰
二
此
高
野
一
。

　
　
平
安
時
代
の
四
国
遍
路
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三



九
四

　
（
中
略
）
同
六
月
七
臼
、
上
人
自
剃
・
頭
整
レ
衣
、
似
レ
無
二
悩
気
一
。
初
出
二
山
門
｝
、
遥
赴
二
土
州
一
。
既
而
離
二
霊
地
一
骨
遠
、
二
二
人
出
一
亦

　
遠
。
途
中
税
二
輿
樹
下
一
、
整
レ
服
而
向
二
西
方
一
、
手
結
二
定
印
一
。
挙
レ
声
唱
、
南
無
三
身
即
一
阿
弥
陀
如
来
、
南
無
大
慈
大
悲
観
自
在
菩

　
薩
、
南
無
弘
法
大
師
遍
照
金
剛
菩
薩
。
如
レ
此
称
礼
、
端
坐
入
滅
。
（
後
略
）

（
へ
）
『
拾
遺
往
生
伝
』
下
－
二
一

　
　
備
中
国
新
山
別
所
定
秀
上
人
者
、
近
江
国
蒲
生
郡
人
也
。
幼
年
出
家
、
住
二
単
層
院
一
。
（
中
略
）
生
年
廿
一
、
偏
願
二
西
土
一
、
遂
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
離
レ
山
、
至
二
土
佐
国
一
、
住
二
鹿
苑
寺
一
。
（
後
略
）

　
（
ハ
）
は
醍
醐
寺
の
僧
観
幸
が
い
わ
ゆ
る
二
重
出
家
を
し
て
土
佐
国
に
下
り
、
そ
こ
で
往
生
を
と
げ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
（
ヒ
）

は
延
暦
寺
の
僧
古
製
が
突
然
出
奔
し
、
の
ち
弟
子
の
清
瀬
が
伊
予
国
で
偶
然
彼
を
貰
い
出
す
と
い
う
話
で
あ
る
。
資
料
と
し
て
掲
げ
た
の

は
長
増
が
清
尋
に
出
奔
の
理
由
を
語
っ
た
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
ひ
た
す
ら
念
仏
を
唱
え
て
極
楽
往
生
を
ね
が
っ
た
長
薯
は
伊
予

国
に
向
か
い
、
讃
岐
・
伊
予
国
で
門
付
け
乞
食
を
し
て
暮
ら
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
（
フ
）
は
高
野
山
を
離
れ
各
地
で
修
行
し
、
土
佐
国

金
剛
頂
寺
に
至
っ
た
蓮
待
が
、
一
旦
は
高
野
山
に
戻
っ
た
も
の
の
、
再
び
土
佐
国
に
行
き
、
「
服
を
整
へ
て
西
方
に
向
ひ
、
手
に
定
印
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

結
」
ん
で
往
生
を
と
げ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
（
へ
）
は
「
偏
に
西
土
を
願
ひ
て
、
遂
に
も
て
山
を
離
れ
」
た
定
秀
が
土
佐
国
鹿
苑
寺

に
住
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
平
安
時
代
末
期
の
四
国
は
往
生
を
と
げ
よ
う
と
す
る
人
々
が
向
か
う
場
所
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
他
の
場
所
で

往
生
を
と
げ
た
と
い
う
話
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
と
り
わ
け
多
い
の
が
四
国
で
あ
る
。

　
四
国
で
の
極
楽
往
生
と
い
う
と
想
起
さ
れ
る
の
が
『
今
昔
物
語
集
』
一
九
－
一
四
の
「
讃
岐
国
多
度
郡
五
位
聞
法
要
出
語
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
讃
岐
国
多
度
郡
に
い
た
極
悪
非
道
の
源
太
夫
が
、
偶
然
立
ち
寄
っ
た
法
会
で
講
師
か
ら
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
聞
か
さ
れ
て
突
然
発

心
出
家
し
、
首
か
ら
金
鼓
を
懸
け
て
阿
弥
陀
仏
の
名
を
呼
び
な
が
ら
西
に
向
か
っ
て
蒸
思
し
、
西
海
の
み
え
る
山
上
で
往
生
を
と
げ
た
と



い
う
話
で
あ
る
。
源
大
夫
は
讃
岐
国
の
西
岸
部
ま
で
歩
き
続
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
「
我
レ
高
腰
ヨ
リ
西
ニ
モ
行
テ
、
海
ニ
モ
入
ナ

ム
ト
思
ヒ
シ
カ
ド
モ
、
此
ニ
テ
阿
弥
陀
仏
ノ
答
へ
給
ヘ
バ
、
其
レ
ヲ
呼
ビ
奉
り
居
タ
ル
也
」
と
あ
る
よ
う
に
当
初
は
入
水
ま
で
す
る
つ
も

り
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
四
国
の
海
岸
で
西
方
極
楽
往
生
を
願
っ
て
の
入
水
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
四
国
は

西
方
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
を
願
う
人
々
の
集
ま
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
そ
こ
で
は
入
水
も
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
観
音
浄
土
に
せ
よ
阿
弥
陀
浄
潔
に
せ
よ
、
往
生
を
願
う
人
々
に
と
っ
て
四
国
は
特
別
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
四
国

は
浄
土
へ
の
往
生
の
場
、
渡
海
の
地
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
熊
野
や
四
天
王
寺
が
持
つ
意
味
を
四
国
は
併
せ
持
っ
て
い
た
と
も

い
え
よ
う
。
こ
れ
は
や
は
り
四
国
が
都
か
ら
見
て
西
南
の
方
角
に
あ
り
、
か
つ
四
方
が
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
と
い
う
地
理
的
条
件
が
黒
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

く
関
わ
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
辺
路
修
行
自
体
は
全
国
各
地
の
海
岸
で
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
四
国
の
海
岸
は
浄
±
へ
の
憧
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

を
持
つ
人
々
に
と
っ
て
は
特
に
魅
力
あ
る
場
所
で
あ
っ
た
。
四
国
に
と
り
わ
け
辺
路
修
行
者
が
多
か
っ
た
の
は
こ
う
し
た
理
由
に
よ
る
も

　
　
　
　
　
　
　
ワ

の
と
思
わ
れ
る
。お

　
わ
　
り
　
に

　
平
安
時
代
末
期
の
四
国
に
お
け
る
「
海
辺
ノ
廻
」
、
す
な
わ
ち
辺
路
修
行
は
、
単
に
海
辺
難
路
を
歩
く
だ
け
で
な
く
、
各
地
の
霊
験
所

に
詣
で
、
そ
こ
で
修
行
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
こ
う
し
た
辺
路
修
行
が
四
国
の
海
岸
で
盛
ん
で
あ
っ
た
の
は
、
四
国
が
極

楽
往
生
の
地
で
あ
り
、
補
陀
落
浄
土
へ
の
渡
海
地
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

　
本
稿
で
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
関
係
史
料
が
少
な
い
た
め
推
測
に
わ
た
る
部
分
が
多
く
な
っ
た
が
、
四
国

遍
路
の
歴
史
の
解
明
に
少
し
で
も
役
立
て
ば
幸
い
で
あ
る
。

平
安
時
代
の
四
国
遍
路

九
五



九
六

　
註

（
1
）
『
一
言
芳
談
』
に
平
安
末
鎌
倉
初
期
の
僧
で
あ
る
心
慮
が
「
四
国
修
行
」
を
し
た
と
あ
る
が
、
辺
路
修
行
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
2
）
近
藤
喜
博
『
四
国
遍
路
」
（
桜
三
社
、
一
九
七
一
年
）
、
同
『
四
国
遍
路
研
究
」
（
三
弥
井
書
店
、
一
九
八
二
年
）
。

（
3
）
五
来
重
『
遊
行
と
巡
礼
』
（
角
川
書
店
、
一
九
八
九
年
）
。

（
4
）
頼
富
本
宏
・
白
木
利
幸
『
四
国
遍
路
の
研
究
』
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
一
年
）
。
こ
の
他
平
安
時
代
の
辺
路
修
行
に
触
れ
た
も

　
の
と
し
て
、
宮
崎
忍
勝
『
遍
路
1
そ
の
心
と
歴
史
i
』
（
小
学
館
、
一
九
七
四
年
）
、
同
『
四
国
遍
路
－
歴
史
と
こ
こ
ろ
一
』
（
朱
鷺
圭
旦
房
、
一
九
八
五

　
年
）
、
『
四
国
遍
路
の
あ
ゆ
み
（
平
成
一
二
年
度
遍
路
文
化
の
学
術
整
理
報
告
書
）
』
（
愛
媛
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
一
年
目
な
ど
が
あ
る
。

（
5
）
以
下
で
は
、
霊
験
所
・
行
場
で
修
行
を
行
い
な
が
ら
海
辺
の
難
路
を
巡
り
歩
く
こ
と
を
辺
路
修
行
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

（
6
）
以
下
の
和
歌
史
料
に
つ
い
て
は
、
西
耕
生
「
『
四
国
辺
地
』
覚
書
一
和
語
『
へ
ち
』
の
周
辺
1
」
（
『
愛
媛
国
文
研
究
』
五
二
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参

　
照
し
た
。

（
7
）
な
お
、
こ
の
和
歌
は
『
新
古
今
和
歌
集
』
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
い
そ
の
へ
ち
の
方
に
修
行
し
侍
り
け
る
に
、
一
人
具
し
た
り
け
る
同
行
を
尋
ね
失
ひ
て
、
も
と
の
岩
屋
の
方
へ
帰
る
と
て
、
あ
ま
人
の
見
え
け

　
　
る
に
、
修
行
者
見
え
ば
こ
れ
を
取
ら
せ
よ
、
と
て
よ
み
侍
り
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
僧
正
行
尊

　
　
　
わ
が
ご
と
く
わ
れ
を
尋
ね
ば
海
人
小
舟
人
も
な
ぎ
さ
の
跡
と
答
へ
よ

（
8
）
「
平
安
時
代
史
事
典
』
（
角
川
書
店
、
一
九
九
四
年
）
σ

（
9
）
五
来
重
註
（
3
）
前
掲
書
一
〇
九
頁
。

（
1
0
）
西
耕
生
註
（
6
）
前
掲
論
文
。



（
1
1
）
五
来
重
註
（
3
）
前
掲
書
＝
九
頁
。

（
1
2
）
こ
の
話
は
『
今
昔
物
語
集
』
＝
二
i
二
八
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
今
昔
、
蓮
長
ト
云
フ
僧
有
ケ
リ
。
（
中
略
）
亦
、
金
峰
・
熊
野
・
長
谷
寺
ノ
諸
ノ
霊
験
所
二
詣
デ
ッ
・
、
各
其
ノ
宝
前
ニ
シ
テ
、
必
ズ
法
花
経
千

　
　
部
ヲ
講
シ
ケ
リ
。
（
後
略
）

（
1
3
）
こ
の
話
は
『
今
昔
物
語
集
』
一
四
一
】
五
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
今
昔
、
越
中
ノ
国
二
海
蓮
卜
云
フ
僧
尼
ケ
リ
。
（
中
略
）
然
レ
バ
、
此
ノ
事
ヲ
歎
テ
、
立
山
・
白
山
日
参
テ
祈
請
ス
。
亦
、
国
々
ノ
霊
験
所
二
参

　
　
テ
祈
り
申
ス
ニ
、
尚
不
思
エ
ズ
。
（
後
略
）

（
1
4
）
こ
の
話
は
『
本
朝
法
華
験
記
』
中
1
五
九
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
（
前
略
）
有
二
一
比
丘
　
、
名
日
二
良
賢
一
。
（
中
略
）
巡
コ
遊
一
切
霊
験
一
、
無
二
定
住
所
一
。
慮
外
迷
二
山
路
一
、
至
二
此
仙
洞
｝
。
（
後
略
）

（
1
5
）
こ
の
話
は
『
本
朝
法
華
験
記
』
上
一
一
四
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
沙
門
雲
浄
、
里
門
初
発
心
…
、
専
持
二
一
逐
一
、
常
無
二
世
務
一
、
楽
二
静
閑
処
一
。
為
レ
拝
二
二
処
一
、
参
コ
詣
熊
野
一
、
過
二
志
摩
国
一
、
到
…
於
海
岸
も

　
　
（
後
略
）

（
1
6
）
こ
の
話
は
『
本
朝
法
華
験
記
』
下
一
一
二
四
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
有
二
修
行
者
一
、
其
名
不
レ
詳
。
往
コ
詣
霊
験
所
一
、
難
行
苦
行
。
（
後
略
）

（
1
7
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
竹
居
明
男
氏
の
指
摘
が
あ
る
（
同
「
『
本
朝
法
華
験
記
』
の
冥
界
思
想
」
、
『
後
期
摂
関
時
代
史
の
研
究
』
所
収
、
吉
川

　
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
）
。

（
1
8
）
『
平
安
遺
文
』
三
i
一
〇
四
七
。

（
1
9
）
『
平
安
遺
文
』
七
⊥
二
一
八
四
。
嘉
応
元
年
（
一
一
六
九
）
八
月
の
「
土
佐
国
金
剛
福
寺
僧
弘
脊
解
」
（
『
平
安
遺
文
』
七
⊥
二
五
一
二
・
三
五
＝
二
）

　
　
平
安
時
代
の
四
国
遍
路
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七



九
八

　
　
は
嵯
峨
天
皇
と
藤
原
忠
通
が
金
剛
福
寺
に
三
昧
供
料
を
施
強
し
た
と
し
て
い
る
。

（
2
0
）
『
平
安
遺
文
』
三
一
一
〇
二
〇
、
五
一
二
〇
一
五
、
三
－
一
〇
〇
八
。

（
2
1
）
『
平
安
遺
文
』
三
1
一
〇
〇
六
、
九
－
四
六
四
一
。

（
2
2
）
五
来
重
註
（
3
）
前
掲
書
一
＝
頁
。

（
2
3
）
い
わ
ゆ
る
『
熊
野
年
代
記
』
に
よ
る
と
最
初
の
補
陀
落
渡
海
は
九
世
紀
で
あ
る
。
な
お
、
補
陀
落
渡
海
に
つ
い
て
は
、
根
井
浄
『
補
陀
落
渡
海
史
』

　
（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
一
年
）
が
詳
し
い
。

（
2
4
）
『
今
昔
物
語
集
』
＝
二
⊥
二
四
に
も
同
様
の
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
2
5
）
『
梁
塵
秘
抄
』
に
み
え
る
次
の
今
様
も
補
陀
落
渡
海
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
観
音
大
悲
は
舟
筏
　
補
陀
落
海
に
ぞ
浮
か
べ
た
る
　
善
根
求
む
る
薄
し
あ
ら
ば
　
乗
せ
て
渡
さ
む
極
楽
へ

　
　
　
観
音
深
く
頼
む
べ
し
　
弘
誓
の
海
に
船
浮
か
べ
　
沈
め
る
衆
生
引
き
乗
せ
て
　
菩
提
の
岸
ま
で
漕
ぎ
渡
る

　
な
お
、
補
陀
落
渡
海
の
身
心
体
的
な
方
法
は
、
次
の
『
吾
妻
鏡
』
天
福
元
年
（
＝
一
三
三
）
五
月
二
七
日
条
に
詳
し
く
み
え
て
い
る
。

　
　
　
武
州
参
二
御
所
一
概
。
帯
二
一
封
状
一
。
被
レ
披
コ
覧
御
前
皿
。
令
レ
申
給
日
、
去
三
月
七
日
、
自
判
熊
野
那
智
浦
一
、
有
下
活
況
干
補
陀
落
山
一
之
者
上
。
号
二

　
　
智
定
房
一
。
是
下
河
辺
六
郎
行
秀
法
師
也
。
（
中
略
）
彼
乗
船
者
、
入
二
屋
形
一
之
後
、
自
レ
外
以
レ
釘
皆
打
付
。
無
二
一
扉
一
、
不
レ
能
レ
観
二
日
月
光
一
。

　
　
只
可
レ
愚
レ
燈
。
三
十
ヶ
日
之
程
食
物
井
油
等
僅
用
意
云
々
。

（
2
6
）
室
戸
に
つ
い
て
は
『
梁
塵
秘
抄
』
に
次
の
よ
う
な
今
様
が
み
え
て
い
る
。

　
　
　
土
佐
の
船
路
は
恐
ろ
し
や
　
室
津
が
沖
な
ら
で
は
　
し
ま
せ
が
岩
は
立
て
　
佐
喜
や
佐
喜
の
浦
顕
露
　
御
厨
の
最
御
崎
　
金
剛
浄
土
の
連
余
波

　
　
こ
こ
に
「
金
剛
浄
土
の
連
余
波
」
と
あ
る
の
も
室
戸
が
浄
土
へ
の
渡
海
地
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
表
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
2
7
）
『
と
は
ず
が
た
り
』
に
も
同
様
の
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。



（
2
8
）
頼
富
本
宏
・
白
木
利
幸
註
（
4
）
前
掲
書
五
三
頁
。

（
2
9
）
　
『
A
7
±
日
物
張
㎜
佳
木
』
　
　
一
　
一
　
－
一
一
一
。

（
3
0
）
『
扶
桑
略
記
』
治
安
三
年
一
〇
月
二
八
日
条
。

（
3
1
）
『
範
国
記
』
永
承
三
年
一
〇
月
一
九
日
条
。
な
お
、
平
日
国
は
四
天
王
寺
西
門
を
「
極
楽
翼
翼
門
」
と
記
し
て
い
る
。

（
3
2
）
西
念
に
つ
い
て
は
、
角
田
文
衛
『
平
安
の
春
』
（
講
談
社
、
↓
九
九
九
年
、
初
出
は
一
九
八
三
年
）
が
詳
し
い
。

（
3
3
）
次
の
史
料
（
『
撰
集
抄
』
五
一
↓
○
）
は
鎌
倉
期
の
も
の
だ
が
、
最
愛
の
子
を
失
っ
て
出
家
し
た
男
が
諸
国
遍
歴
の
末
讃
岐
国
志
度
で
往
生
を
と
げ

　
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

　
　
　
近
き
比
、
近
江
の
国
に
男
侍
り
き
。
（
中
略
）
し
か
る
に
、
最
愛
の
子
な
ん
侍
り
け
る
が
、
病
に
犯
さ
れ
て
、
医
家
薬
を
つ
く
し
、
陰
陽
術
を
極

　
　
め
し
か
ど
も
、
露
し
る
し
な
く
て
、
つ
ひ
に
は
か
な
く
な
り
き
。
父
母
悲
し
む
事
理
に
過
ぎ
た
り
。
さ
こ
そ
は
侍
り
け
め
。
か
く
て
五
旬
や
う
や

　
　
く
過
ぎ
て
、
此
父
お
も
ふ
や
う
、
あ
は
れ
情
な
か
り
け
る
は
生
死
か
な
。
そ
こ
ば
く
の
宝
、
さ
ら
に
身
を
さ
＼
ゆ
る
物
に
は
侍
ら
ざ
り
き
。
し
か

　
　
じ
我
仏
道
に
入
な
ん
、
と
思
ひ
て
、
妻
に
い
と
ま
を
乞
ひ
、
や
が
て
も
と
ど
り
切
っ
て
、
い
っ
ち
と
も
な
く
ま
よ
ひ
出
に
け
り
。
深
く
山
に
入
と

　
　
き
は
、
木
の
葉
の
め
ぐ
み
散
る
に
つ
け
て
、
無
常
の
観
を
な
し
、
浦
の
ほ
と
り
を
過
る
時
は
、
生
死
の
海
は
や
き
事
を
思
へ
り
。
か
く
て
、
は
る

　
　
か
に
本
国
を
は
な
れ
て
、
讃
岐
の
国
志
度
と
云
所
に
て
、
西
に
む
か
ひ
、
た
な
ご
こ
ろ
を
あ
は
せ
て
往
生
し
暴
け
り
。
（
後
略
）

　
　
こ
の
他
、
『
今
昔
物
語
集
』
一
四
i
四
四
に
は
、
延
暦
寺
の
陽
信
と
い
う
僧
が
、
「
青
鷺
梨
、
下
臆
二
甲
高
ニ
ケ
レ
バ
、
世
ノ
中
冷
ジ
ガ
リ
テ
」
、
伊

　
予
国
に
向
か
っ
た
と
い
う
話
が
あ
る
。
ま
た
、
『
今
昔
物
語
集
』
一
九
i
一
一
に
は
、
観
音
菩
薩
に
間
違
わ
れ
た
信
濃
国
の
王
藤
が
出
家
し
て
五
年
程

　
は
横
川
に
い
た
が
、
「
其
ノ
後
門
土
佐
ノ
国
ニ
ゾ
行
ニ
ケ
ル
」
と
い
う
話
が
み
え
る
が
、
土
佐
国
に
行
っ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

（
3
4
）
（
フ
）
の
史
料
で
土
佐
国
を
「
西
海
」
と
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
南
海
道
に
属
す
る
土
佐
国
は
本
来
な
ら
ば
南
海
と
表
記
さ
れ
る
べ
き
で

　
あ
り
、
実
際
少
し
後
の
『
高
野
山
往
生
伝
』
の
蓮
待
伝
で
は
こ
の
部
分
を
「
南
海
」
と
し
て
い
る
。
土
佐
国
を
「
西
海
」
と
表
現
し
た
の
は
そ
こ
で

平
安
時
代
の
四
国
遍
路

九
九



一
〇
〇

　
蓮
待
が
往
生
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
筆
者
三
善
為
康
の
土
佐
国
に
対
す
る
認
識
が
示
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
興
味
深
い
。

（
3
5
）
平
安
京
で
は
京
の
西
郊
に
あ
る
愛
太
子
山
が
往
生
地
と
し
て
史
料
に
し
ば
し
ば
み
え
て
い
る
（
『
本
朝
法
華
験
記
』
上
－
一
六
・
三
九
、
『
今
昔
物

　
語
集
』
一
七
i
一
四
な
ど
）
。
西
山
に
は
寺
院
が
多
く
建
て
ら
れ
、
「
平
安
京
居
住
者
の
宗
教
空
間
」
で
あ
っ
た
（
京
楽
真
帆
子
「
平
安
京
の
「
か
た

　
ち
」
」
、
『
も
の
か
ら
見
る
臼
本
史
　
都
市
』
、
青
木
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
。
都
の
人
々
に
と
っ
て
西
の
方
角
は
特
別
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
四
国
と
同
じ
方
角
に
は
九
州
も
あ
る
が
、
九
州
は
遠
距
離
す
ぎ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
3
6
）
こ
こ
で
は
辺
路
修
行
者
が
浄
土
へ
の
往
生
を
願
っ
て
い
た
点
を
強
調
し
た
が
、
「
今
昔
物
語
集
』
一
七
i
一
五
に
「
四
方
の
霊
験
所
」
の
一
つ
で
あ

　
る
海
老
日
国
大
山
で
六
年
間
修
行
し
て
験
力
を
身
に
付
け
人
々
の
帰
依
を
得
た
僧
の
話
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
辺
路
修
行
者
に
は
霊
力
を
獲
得
す
る
と

　
い
う
現
実
的
な
目
的
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
当
時
の
仏
教
信
仰
が
現
世
安
穏
・
後
生
善
処
と
い
う
二
世
安
楽
的
信
仰
形
態
が
基
本
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

　
す
れ
ば
当
然
の
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
指
摘
し
た
の
は
浄
土
往
生
を
願
う
と
い
う
点
で
は
四
国
が
特
別
の
場
所
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

（
3
7
）
律
令
制
下
の
官
道
（
南
海
道
）
は
四
国
の
海
岸
沿
い
を
通
る
環
状
道
路
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
（
足
利
健
亮
「
山
陽
・
山
陰
・
南
海
三
道
と

　
土
地
計
画
」
、
『
新
版
古
代
の
且
本
四
　
中
国
・
四
国
』
所
収
、
角
川
書
店
、
一
九
九
二
年
目
、
こ
の
こ
と
が
四
国
に
お
け
る
「
海
辺
ノ
廻
」
と
い
か
に

　
関
わ
る
か
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

＊
本
稿
は
、
平
成
一
四
－
一
六
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
B
）
（
2
）
「
四
国
遍
路
と
世
界
の
巡
礼
一
人
的
移
動
・
交
流
と

　
そ
の
社
会
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
ー
」
研
究
代
表
者
・
内
田
九
州
男
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


